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開かれたFC-Cubic 第２期に向け

技術研究組合 FC-Cubic
専務理事 小島 康一



米倉山次世代エネルギー研究開発ビレッジ(Nesrad)に入居
2023年4月より研究スタート
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米倉山にて強化した内容

評価設備 FY2021 FY2022 US
（LANL＋NREL）

独
(Fraunhofer+ZSW+ZBT)

小サイズ（基） 17 44 >46 >55

大面積セル
(スタック～kW）

（基）

2 2 >4 >6

★山梨県甲府市
（Nesrad）
2023年４月より
本格稼働

単セル発電評価装置

目的
・新規材料評価対象増加への対応
・評価・解析技術の適用拡大（高温、商用車等）

次の講演にて、詳細の説明を予定
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米倉山に移転する動機

お台場 米倉山(Nesrad)

約1.5倍ス
ペ
ー
ス

i) お台場の水素供給能力が、設備増強の期待に対応していない

お台場 米倉山（PtG施設)

約2.5倍供
給
能
力

設備増強時必要量

ii) お台場のスペースが設備増強の期待に対応していない

設備増強時必要量
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開かれたFC-Cubic
第２期に向けて：新規事業着手

① 高度解析グループ
② 新規テーマ「生産技術」
③ 新規テーマ「水電解」
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① 高度解析グループ

2022年10月 グループ発足(移籍)
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主な研究事業
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2022年度の成果



ワークショップ ６月２９日開催
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６０名募集に対し、当日来場者を含め67名参加

高度解析・分析の専門家との質疑の場にて
活発に議論いただいた
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今後の展望

燃料電池の高度解析プラットフォーム構築の可能性

高度解析プラットフォーム

評価解析PFの機能強化

燃料電池の開発支援

SPring-8 Ⅱ Nano Terasu J-PARC 次世代電子顕微鏡HPC

材料・デバイス・プロセスのDX統合開発支援環境の提供
放射光・中性子・電顕・MEI・マルチモーダル解析

① 確立・標準化した標準メニューの
産業界・アカデミアでの活用

② 今後建設・増強される施設の
産業界・アカデミアでの活用
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まとめ：もっと開かれたFC-Cubic 第２期
1. 米倉山+SOHOへの移転完

・ 高温評価装置拡充 16台
・ 耐久評価装置拡充 10台

⇒米倉山：高温運転・耐久試験の評価拠点
 SOHO：プラットフォーム活動の拠点

2. 開かれたFC-Cubicに向けた新たな取組
① 高度解析グループの発足⇒高度解析PF構築の可能性
② 新規テーマ「生産技術」
③ 新規テーマ「水電解」

3. 第２期の展望
・プラットフォーム機能を拡充し国のご期待にお応えする
・地の利を活かした活動着手
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